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第 1章

ザイリンクス デザイン ツールの新機能

Vivado Design Suite 2012.1 リ リース

Vivado™ Design Suite はザイ リ ンクスの新しい IP およびシステム中心のデザイン環境で、一部のカスタマーに早期ア
クセス  リ リースされています。Vivado Design Suite 2012.1 のリ リース  ノートは、早期アクセス  カスタマーにのみ提供
されています。   Vivado Design Suite の詳細は、 http://japan.xilinx.com/products/design-tools/vivado/index.htm を参照して
ください。

ISE Design Suite 14.1

デバイス サポート

• 次のデバイス  ファ ミ リ を制限なしでサポート

° Zynq™-7000 EPP (ビッ ト ス ト リームの生成を含む)

° ミ リ タ リ  グレードの 7 シ リーズ FPGA および Zynq-7000 EPP

° オートモーティブ XA Zynq-7000 EPP

• Virtex®-7 XT FPGA ファ ミ リでビッ ト ス ト リームの生成をサポート

• Artix™-7 FPGA GTPE2 のサポート を追加

° ザイ リ ンクスがサポートするすべてのシ ミ ュレータ用の SecureIP モデル

° 7 シ リーズ FPGA GT ト ランシーバー ウ ィザードでサポート

• 次の Artix-7 デバイスを削除

° XC7A8

° XC7A15

° XC7A30T

° XC7A50T

• ISE® Design Suite では、 ビッ ト ス ト リームを生成する前に、 I/O 規格およびピン配置をすべて選択する必要があ
り ます。 詳細は、 次のザイ リ ンクス  アンサーを参照してください。
http://japan.xilinx.com/support/answers/41615.htm

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/products/design-tools/vivado/index.htm
http://japan.xilinx.com/support/answers/41615.htm


リ リース ノート  ガイド japan.xilinx.com 5
UG631 (v14.1) 2012 年 5 月 8 日

ISE Design Suite 14.1

PlanAhead デザイン  ツール

こ こに記載されている新機能の詳細は、 次のサイ ト から 『PlanAhead™ ユーザー ガイ ド』 を参照して く ださい。
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx14_1/PlanAhead_UserGuide.pdf

一般 

• Flow Navigator に、 コンパイル フローに必要な各段階をよ り詳細に表示。 各段階 (RTL 解析、 合成、 インプ リ メ
ンテーシ ョ ン、 プログラムおよびデバッグ) で実行可能なタスク  リ ス ト を、 展開表示したり閉じた りできます。

• [Clock Resources] ビューに、 ク ロ ッ クおよび I/O 関連のリ ソースの接続をフライ  ラインを使用して表示 

• プロジェク ト設定にさらに XPA オプシ ョ ンを追加

ピン配置 

• ピン配置プロジェク ト を空のネッ ト リ ス トから完全な RTL またはネッ ト リ ス ト  ベースのプロジェク トに変換可
能。 これによ り、 ピン配置プロジェク トでほかのソース  タイプも管理できるよ うにな り ます。

• Zynq-7000 EPP デバイスでのピン配置をサポート

• ピン配置プロジェク トで差動ペアを推論可能。差動規格の一方が認識されると、も う一方が自動的に作成されます。 

• 同時スイ ッチ ノ イズ (SSN) のレポート  エンジンおよび 7 シ リーズ FPGA のノ イズ予測機能を向上

• デフォルトの I/O 規格の表記を向上 

ModelSim および Questa Advanced Simulator の統合 

• PlanAhead デザイン ツールのプロジェク ト設定で、 ModelSim または Questa® Advanced Simulator をシ ミ ュレータ
と して選択できるよ うにな り ました。 シ ミ ュレーシ ョ ンに必要なラ イブラ リ のコンパイルには、 Tcl コマン ド
compxlib を使用します。 これらのシ ミ ュレータの統合は、 ISE ツールでの統合と比べ、 複数のシ ミ ュレーシ ョ ン
ファ イルセッ ト を使用してそれぞれプロパティを設定できる点が優れています。使用するテス トベンチやシ ミ ュ
レーシ ョ ン プロパティが異なる複数のシ ミ ュレーシ ョ ン コンフ ィギュレーシ ョ ンを作成し、 管理するこ とが可
能です。

エンベデッ ド開発キッ ト  (EDK) の統合 

• PlanAhead デザイン ツールで XPS (Xilinx® Platform Studio) サブシステムを .xmp ソース  タイプと して作成し、プ
ロジェク トに追加できるよ うになり ました。.xmp ソース  タイプをダブルク リ ッ クする と  XPS が起動し、エンベ
デッ ド  サブシステムを生成およびカスタマイズできます。 

• .xmp ソース  を含む ISE ツール プロジェク ト  (.xise) を PlanAhead デザイン ツール プロジェク トにインポート
するこ と も可能です。 XPS で生成されたファ イルは、 合成およびインプ リ メ ンテーシ ョ ン フローで適切に管理
されます。

System Generator for DSP の統合 

• PlanAhead デザイン ツールで DSP サブシステムを .sgp ソース  タイプと して作成し、 プロジェク トに追加でき
るよ うになり ました。 .sgp ソース  タイプをダブルク リ ッ クする と  The MathWorks Simulink® が起動し、 DSP サ
ブシステムを生成およびカスタマイズできます。 

• .sgp ソース  を含む ISE ツール プロジェク ト  (.xise) を PlanAhead デザイン ツール プロジェク トにインポート
するこ と も可能です。 DSP ツールで生成されたファ イルは、 合成およびインプ リ メ ンテーシ ョ ン フローで適切
に管理されます。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx14_1/PlanAhead_UserGuide.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx14_1/PlanAhead_UserGuide.pdf
http://japan.xilinx.com
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ISE Design Suite 14.1

IP リポジ ト リ  

• PlanAhead デザイン ツールで、 デザインを作成せずに IP リ ポジ ト リ を使用できるよ うになり ました。 空のプロ
ジェク ト を作成し、 IP リ ポジ ト リ を開いて IP コアを検索、 生成、 コンフ ィギュレーシ ョ ンできます。 サンプル
デザイン、 制約ファイル、 データシート などの生成されたソースは、 [Sources] ビューの [IP Sources] タブに表示
されます。 

• IEEE P1735 暗号化規格をサポート

Run 構造 

• run のステート を強制的にアップデート済みに変更可能

• 物理制約をアップデート しても合成 run のステートがアップデート必要にならないよ う修正

• ISE ツール (NGDBuild、 MAP、 PAR、 TRACE) の中間ステート まで実行する次のステップ オプシ ョ ンを導入

• プロジェク ト設定の run オプシ ョ ンに BitGen オプシ ョ ンを統合

• フローでオプシ ョ ンの手順をサポート し、 run フローの 2 つの段階の間で Tcl スク リプ ト を起動する メカニズム
を追加。 コンパイル段階の間で実行される  Tcl スク リプ ト を指定し、 カスタムの回避策またはレポート目的で使
用できます。 

プロジェク ト構造 

• すべてのメ ッセージが共通のメ ッセージ マネージャーに統合され、 [Messages] ビューで参照可能

• 新しい Tcl コマンド  reset_param および reset_property でパラ メーターおよびプロパティを リセッ ト可能。 これら
のコマンドは、 プロパティおよびパラ メーターの値をデフォル ト値 (該当する場合はターゲッ ト  デバイスのデ
フォルト値) にリセッ ト します。

• 一部の無効な UCF メ ッセージを  RTL エラボレーシ ョ ンでディ スエーブル

• RTL ネッ ト リ ス トの UCF を解析する際に誤ってレポート されていたエラーおよびク リティカル警告の条件を向上

• RTL でのインクルード  ファ イルのサポート を向上

エンベデッ ド  デザイン  ツール

エンベデッ ド  デザインでの主な改善点は、 次のとおりです。

• Bare Metal および Linux ベースの製品開発で Zynq-7000 EPP をサポート  

• MicroBlaze プロセッサのアップデート

° パフォーマンスを向上

° エンディアンネスを変換する新しい命令

° あらかじめ統合された I/O モジュール

° 改ざん検出および単一イベン ト  アップセッ ト検出用のマルチプロセッサのロ ッ クステップ/結果多数決

° 追加デバイス  サポート

• システム パフォーマンス、 コンフ ィギュレーシ ョ ン、 および有用性を向上するため IP をアップデート

• XPS および SDK をアップデート

http://japan.xilinx.com
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ISE Design Suite 14.1

Zynq‐7000 EPP サポート

• 14.1 ISE WebPACK™ デザイン ツールで Zynq-7000 EPP の Z7010、 Z7020、 Z7030 パーツをサポート。 WebPACK
デザイン ツールには、 Embedded Edition と同じ  XPS、 SDK、 MicroBlaze プロセッサ、 エンベデッ ド  IP ラ イブラ
リがすべて含まれています。 

• XPS に Zynq-7000 EPP 専用の新しいコンフ ィギュレーシ ョ ンおよび MIO サマリ  ウ ィンド ウを追加 (詳細は「エン
ベデッ ド  ツール」 セクシ ョ ンを参照)

• Zynq-7000 EPP の資料にザイ リ ンクス  ウェブサイ ト  (http://japan.xilinx.com/support) および Documentation 
Navigator ツールから参照可能

MicroBlaze プロセッサのアップデート

低レイテンシ割り込みモード

• コン ト ローラーから直接割り込みベクターを供給するこ とによ り、レイテンシ応答をシステム デザインによって
は 1/10 に削減

スワップ命令

• バイ トおよびハーフワードをスワップする新しい命令によ り、 AXI ビッグ エンディアンと  AXI リ トル エンディ
アンの変換をサポート

追加デバイス サポート

• 7 シ リーズ FPGA ファ ミ リ全体で MicroBlaze プロセッサを検証済み

システム キャッシュ

• Embedded Edition に、AXI ベースのシステムで MicroBlaze プロセッサと外部メモ リ  コン ト ローラーの間に使用す
る新しいエンベデッ ド  システム キャ ッシュ  IP ペリ フェラルを追加。 MicroBlaze プロセッサはこのシステム IP
キャ ッシュ  コアをレベル 2 キャ ッシュ と して使用し、 システムのさまざまな要素、 デザイン タイプ、 接続ポイ
ン トによってはレイテンシが削減され、 パフォーマンスが高速になり ます。 

I/O モジュール

• MicroBlaze プロセッサのデータ側 LMB バス用に、 汎用エンベデッ ド  プロセッサ ペリ フェラルを 1 つの IP ブ
ロ ッ ク と してま とめたコンフ ィギャ ラブルなコレクシ ョ ンを導入。 これによ り、 標準的なマイ ク ロコン ト ロー
ラー システムの定義、 コンフ ィギュレーシ ョ ン、 配置が簡略化され、 MicroBlaze プロセッサ MCS デザインを
Logic Edition から  Embedded Edition にスムーズに移行できます。 

エンベデッ ド  IP のアップデート

14.1 には、 AXI、 Zynq-7000 EPP、 および MicroBlaze プロセッサのサポート を向上するための IP コアの改善点および
新機能が含まれています。

• AXI Quad SPI : XIP (Execute In Place) モードをサポート、 パフォーマンスを向上するためアーキテクチャを改善。
この IP コアは既存のカスタマーをサポートするため、 レガシ モード もデフォルト  オプシ ョ ンで機能します。

• AXI Performance Monitor : システムの特定のマスター /スレーブ (AXI4、AXI4-Lite、AXI4-Stream) のバス  レイテン
シ、 特定期間のメモ リ  ト ラフ ィ ッ ク量、 その他のパフォーマンス基準を計測

• Processing System7 : PS と  PL の間の Zynq-7000 EPP ロジッ ク接続のラ ッパー IP で、カスタムまたはその他の EDK
IP の追加を支援

• AXI System Cache : MicroBlaze プロセッサ用のレベル 2 キャ ッシュ  モジュールで、 MicroBlaze プロセッサと外部
メモ リ  コン ト ローラーの間に使用

• Embedded IO Module : 共通 I/O ペリ フェラルのサブセッ トで、MicroBlaze プロセッサ MCS で導入されており、互
換性のため Embedded Edition に移植

http://japan.xilinx.com/support
http://japan.xilinx.com
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ISE Design Suite 14.1

エンベデッ ド  ツール

ISE Design Suite 14.1 では、PlanAhead デザイン ツールでエンベデッ ド  デザインのキャプチャおよび管理がサポート さ
れます。 エンベデッ ド  デザイン フローには PlanAhead の使用が推奨されます。

XPS の新機能 

14.1 では、 コンフ ィギュレーシ ョ ンおよび SDK での第 1 ステージ ブート ローダーの生成用に Zynq-7000 EPP 特定の
ツールを提供するため、 XPS が拡張されています。 

• 新しい Zynq-7000 EPP プロセッシング システムによ り、 メモ リ、 ク ロ ッ ク、 ペリ フェラル、 DMA、 I/O、 割り込
み、 およびフラ ッシュ  インターフェイス用のさまざまなコンフ ィギュレーシ ョ ン オプシ ョ ンを提供。 XPS に新
しいコンフ ィギュレーシ ョ ン ウ ィンド ウが追加されており、各パラ メーターをグラフ ィカルに設定でき、確実な
配線が得られ、 電圧およびクロ ッ クに適した自動選択が可能です。

• 標準 Zynq-7000 EPP コンフ ィギュレーシ ョ ン (ZC702 ボード用) が含まれており、 すぐに使用可能

• 新しい Zynq-7000 EPP MIO サマリ  ウ ィンド ウに、 ペリ フェラルのピン配置が色付きのグラフ ィ ッ クで表示され、
すばやく簡単に正しい MIO 選択が可能 

SDK の新機能

• ザイ リ ンクス  SDK を無償で提供 (FlexLM ライセンス  チェッ クを削除)。 SDK はザイ リ ンクス  ウェブサイ トから
入手可能なスタンドアロン インス トーラーまたは各 ISE デザイン ツール エディシ ョ ンのインス トーラーでイン
ス トールできます。

• Zynq-7000 EPP を完全サポート

° SDK で Bare Metal および Linux アプリ ケーシ ョ ンの開発、 プロファ イ リ ング用のツール ソ リ ューシ ョ ンを
提供。 BARE Metal (EABI) および Linux 開発用にアップデート された ARM GCC、 Boot Image Creator、 QSPI
用フラ ッシュ  プログラマ、デバイス  ツ リー ジェネレーター、 リモート  システム エクスプローラー (IP が接
続されたターゲッ ト  ボードをデバッグ) などが含まれます。 

° SDK を XPS と共に使用して、デバイス  セキュ リ ティ対策を含む第 1 ステージ ブート ローダー、 ビッ ト ス ト
リーム管理などを含むデザイン特定のフ ァームウェアを構築可能。 Zynq-7000 EPP ターゲッ ト  プラ ッ ト
フォームに完全なブート可能システム イ メージを構築するこ と もできます。

ChipScope Pro ツールおよび iMPACT

• Zynq-7000 EPP

° iMPACT で間接クワッ ド  SPI フラ ッシュ  プログラムをサポート

° ChipScope™ Pro ツールでデバイスのプログラムおよびデバッグをサポート

° iMPACT で基本およびアドバンス  プログラムをサポート

• Virtex-7 FPGA

° IBERT 2-D アイ  スキャンを向上

° 7 シ リーズ FPGA GTH をサポート

° ChipScope Pro ツールでデバイスのプログラムおよびデバッグをサポート

° iMPACT で基本およびアドバンス  プログラムをサポート

• Kintex-7 FPGA

° IBERT 2-D アイ  スキャンを向上

° ChipScope Pro ツールでデバイスのプログラムおよびデバッグをサポート

° iMPACT で基本およびアドバンス  プログラムをサポート

http://japan.xilinx.com
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• Artix-7 FPGA

° CCORE Generator および Inserter をサポート

• ChipScope Pro ツールの AXI モニターで EDK および標準 CORE Generator ツール フローをサポート

System Generator for DSP

• ミ リ タ リ  グレード  7 シ リーズ FPGA およびオートモーティブ XA Zynq-7000 EPP ファ ミ リのサポート を追加

• PlanAhead デザイン ツールに統合

° System Generator モジュールを大型 RTL デザインに統合可能

° チュート リ アルを提供

• [Performance Tips] ツールバー ボタンをク リ ッ ク して高パフォーマンス  デザインの資料にアクセス

• ブロ ッ クセッ ト を改善し、 BRAM コンフ ィギュレーシ ョ ンのエンベデッ ド  レジスタの FIFO サポート を追加

IBIS シミ ュレーシ ョ ン

• 7 シ リーズ FPGA の IBIS サポートは、 PlanAhead デザイン ツールの write_ibis コマンドでのみ提供

° IBISWriter は 7 シ リーズ FPGA ファ ミ リでは使用不可

パーシャル リコンフ ィギュレーシ ョ ン

• XC7VX980T、 XC7A200T、 および XC7A350T のサポート を追加

° Artix-7 デバイスのビッ ト ス ト リーム生成は 14.1 ではディ スエーブル

• スタティ ッ クのみであるべき リ ソースのリ ス トに I/O およびコンフ ィギュレーシ ョ ン コンポーネン ト を追加

IP (Intellectual Property)

デバイス サポート

• 次のファ ミ リ を製品版前 (pre-production) ステータスでサポート

° ミ リ タ リ  グレード  Virtex-7Q FPGA

° ミ リ タ リ  グレード  Kintex-7Q FPGA

° ミ リ タ リ  グレード  Artix-7Q FPGA

° XA Artix-7 FPGA

° XA Zynq-7000 EPP

新規 IP コア

• SMPTE 2022 5/6 Video over IP v1.0 : ブロードキャス ト接続性規格 (SD/HD/3G) と  10G ネッ ト ワーク間をブリ ッジ
する必要のあるブロードキャス ト  アプリ ケーシ ョ ン用の ト ランス ミ ッ ターおよびレシーバー コアを提供

• Ten Gigabit Ethernet 10GBASE-KR : 7 シ リーズ FPGA GTX および GTH ト ランシーバー用のフォワード  エラー訂
正 (FEC) およびオート  ネゴシエーシ ョ ン (AN) を含む 10G イーサネッ ト  PCS/PMA。Ten Gigabit Ethernet PCS/PMA
(10GBASE-R/KR) IP コアの別ライセンス  コンフ ィギュレーシ ョ ンと して提供されています。

• Asynchronous Sample Rate Converter for Digital Audio :ステレオ オーディオのサンプリ ング周波数を変換します。入
力と出力のサンプリ ング周波数は、お互いを分周したものまたは同じ周波数にできますが、異なるクロ ッ クに基
づきます。

http://japan.xilinx.com
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• Video In to AXI-4 Stream : 一般的な並列クロ ッ ク  ビデオ信号を AXI4-Stream インターフェイスに変換します。 こ
れを使用する と、 DVI PHY などの外部ビデオ ソースを AXI4-Stream インターフェイスを使用するザイ リ ンクス
ビデオ IP などのビデオ処理ブロッ クに接続できます。

• AXI4-Stream to Video Out : AXI4-Stream インターフェイス信号を標準の並列ビデオ出力インターフェイスにタイ
ミ ング信号と共に変換します。これによ り、AXI4-Stream インターフェイスを使用するザイ リ ンクス  ビデオ IP な
どのビデオ処理ブロ ッ クを DVI PHY などの外部ビデオ シンクに接続できます。

• AXI4-Stream Interconnect : 異種マスター/スレーブ AMBA® AXI4-Stream プロ ト コルに準拠したエンドポイン ト  IP
の接続を簡略化するインターコネク ト  インフラス ト ラ クチャ  IP。1 つ以上の AXI4-Stream マスター チャネルを 1
つ以上の AXI4-Stream スレーブ チャネルに接続します。

• AXI Performance Monitor : AMBA Advanced eXtensible Interface (AXI) システムの主なパフォーマンス基準を計測し
ます。 システムの特定のマスター /スレーブ (AXI4、 AXI4-Lite、 AXI4-Stream) のバス  レイテンシ、 特定期間のメ
モ リ  ト ラフ ィ ッ ク量などの計測がサポート されます。

Virtex‐7 FPGA GTH ト ランシーバーのサポート

• 次の IP に Virtex-7 FPGA GTH を製品版前 (pre-production) サポート

° Ten Gigabit Ethernet 10GBASE-KR

° 10GBASE-R

° RXAUI

° XAUI

° QSGMII

° 1000BASE-X/SGMII

既存 IP のアップデート

• FIFO Generator v9.1

° AXI FIFO コンフ ィギュレーシ ョ ンで最大データ幅を 4096 に増加

• 7 Series FPGA Transceiver Wizard (GT Wizard) v2.1

° UG769 に説明されている初期化シーケンスを示す GTX および GTH ト ランシーバーの新しいサンプル デザ
イン モジュールを提供

° 初期 ES GTH デバイスをサポートするためポートおよび属性設定をアップデート

° 新しい GTX プロ ト コル テンプレート  (シ ミ ュレーシ ョ ンのみ) : HD-SDI、3G-SDI、6G-SDI、および PCI Express
Gen1、 Gen2

° 新しい GTH プロ ト コル テンプレート  (シ ミ ュレーシ ョ ンのみ) : XAUI、 RXAUI、 OTL3.4、 OC48、 ギガビッ
ト  イーサネッ ト  (1000BASE-X PCS/PMA)、 QSGMII、 CPRI、 PCI Express Gen1、 Gen2

° 新しい GTP プロ ト コル テンプレート  (シ ミ ュレーシ ョ ンのみ) : DisplayPort、 CPRI、 ギガビッ ト  イーサネッ
ト  (1000BASE-X PCS/PMA)、 QSGMI、 V-by-One、 HD-SDI、 3G-SDI、 6G-SDI、 RXAUI、 XAUI

• DisplayPort v3.1

° 仕様バージ ョ ン 1.2 から  7 シ リーズ FPGA デバイスで 5.4Gbps SST (Single Stream Transport) をサポート

° グレイ  スケール ビデオ用の輝度のみのモード

° コンポーネン ト ごとのビッ ト数 (BPC) を設定でき、 メモ リのフッ トプ リ ン ト を削減

° クワ ッ ド  ピクセル幅ビデオ ク ロ ッ ク  インターフェイス  

° セカンダ リ  オーディオ (2 チャネル) オプシ ョ ン (別ライセンス)

• AXI Bus Functional Model (AXI BFM) v2.1

° VHDL 例を追加 

° Synopsys VCS® および Aldec Riviera-PRO™ シ ミ ュレーシ ョ ン ツールをサポート

http://japan.xilinx.com
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AXI4 IP およびその他の情報

通常 AXI4 インターフェイスは、Zynq-7000 EPP、Virtex-7、Kintex-7、Virtex-6、および Spartan®-6 FPGA デバイス  ファ
ミ リ向けの最新版の IP でサポート されます。 これまでの製品版の IP では、 Virtex-6、 Spartan-6、 Virtex-5、 Virtex-4、
および Spartan-3 デバイス  ファ ミ リ向けのレガシ インターフェイスがサポート されます。

• CORE Generator ツール IP の最新バージ ョ ンは、 AXI4 インターフェイスを製品サポート しています。 AXI IP サ
ポートの詳細は、 http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4_ip.htm を参照してください。

• AXI4 サポートに関する一般的な情報は、 http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4.htm を参照してください。

• 14.1 リ リースの IP コアのリ ス トは、 http://japan.xilinx.com/ipcenter/coregen/updates_14_1_2012_1.htm を参照してく
ださい。

• IP の新機能および既知の問題は、 『IP リ リース  ノート  ガイ ド』 (XTP025） を参照して ください。
http://www.xilinx.com/support/documentation/ip_documentation/xtp025.pdf

http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4_ip.htm
http://japan.xilinx.com/ipcenter/axi4.htm
http://japan.xilinx.com/ipcenter/coregen/updates_14_1_2012_1.htm
http://www.xilinx.com/support/documentation/ip_documentation/xtp025.pdf
http://www.xilinx.com/support/documentation/ip_documentation/xtp025.pdf
http://japan.xilinx.com
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アーキテクチャ サポートおよびシステム要件

オペレーティング システム

ザイ リ ンクスでサポート される  OS は、 x86 および x86-64 プロセッサ アーキテクチャの OS のみです。

Microsoft Windows サポート

• Windows XP Professional (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )、 英語版/日本語版

• Windows 7 Professional (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )、 英語版/日本語版

• Windows Server 2008 (64 ビッ ト )

Linux サポート

• Red Hat Enterprise Workstation 5 (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )

• Red Hat Enterprise Workstation 6 (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )

• SUSE Linux Enterprise 11 (32 ビッ トおよび 64 ビッ ト )

アーキテクチャ

次の表は、ISE Design Suite WebPACK ツールとその他の ISE Design Suite エディシ ョ ンのコマーシャル製品のアーキテ
クチャ  サポート を リ ス ト しています。

コマーシャル製品以外 : 

• ザイ リ ンクス  オートモーティブ デバイスはすべて ISE Design Suite WebPACK ツールでサポート されます。

• ディフェンス  グレードのザイ リ ンクス  FPGA デバイスは、 同等のコマーシャル パーツ  サイズのサポート される
エディシ ョ ンでサポート されます。

http://japan.xilinx.com
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表 2‐1 : アーキテクチャ  サポート

ISE WebPACK ISE Design Suite 
(全エディシ ョ ン)

Zynq EPP Zynq-7000 EPP

• XC7Z010、 XC7Z020、 XC7Z030

Zynq-7000 EPP

• すべて

Virtex FPGA Virtex-4 FPGA

• LX :XC4VLX15、 XC4VLX25
• SX :XC4VSX25
• FX :XC4VFX12

Virtex-5 FPGA

• LX :XC5VLX30、 XC5VLX50
• LXT :XC5VLX20T - XC5VLX50T

• SXT :なし
• FXT :XC5VFX30T

Virtex-6 FPGA
• LXT :XC6VLX75T

Virtex-7 FPGA

• なし

Virtex-4 FPGA

• すべて

Virtex-5 FPGA

• すべて

Virtex-6 FPGA

• すべて

Virtex-7 FPGA

• すべて

Kintex FPGA Kintex-7 FPGA

• XC7K70T、 XC7K160T

Kintex-7 FPGA

• すべて

Artix FPGA Artix-7 FPGA

• XC7A100T、 XC7A200T

Artix-7 FPGA

• すべて

Spartan FPGA Spartan-3 FPGA
• XC3S50 - XC3S1500(L)

Spartan-3A/-3AN/-3E FPGA

• すべて

Spartan-3A DSP FPGA
• XC3SD1800A

Spartan-6 FPGA
• XC6SLX4 - XC6SLX75T

Spartan-3 FPGA

• すべて

Spartan-3A/-3AN/-3E FPGA

• すべて

Spartan-3A DSP FPGA

• すべて

Spartan-6 FPGA

• すべて

CoolRunner™ XPLA3

CoolRunner-II、
XC9500 CPLD

• すべて • すべて

http://japan.xilinx.com
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互換性のあるサードパーティ  ツール

互換性のあるサードパーティ  ツール

システム要件

このセクシ ョ ンでは、 システム メモ リ要件、 ケーブル インス トール、 およびその他の要件について説明します。

システム メモリ要件

ISE Design Suite 14 の推奨メモ リについては、 http://japan.xilinx.com/ise/products/memory.htm を参照してください。

表 2‐2 :互換性のあるサードパーティ  ツール

サードパーティ  
ツール

Red 
HatLinux

Red‐Hat 
Linux‐64 SUSE Linux Windows XP 

32 ビッ ト
Windows XP 
64 ビッ ト

Windows‐7 
32 ビッ ト

Windows‐7 
64 ビッ ト

シ ミ ュレーシ ョ ン

Mentor Graphics 
ModelSim SE/DE 
(10.1a)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Mentor Graphics 
ModelSim PE (10.1a)

× × × ○ ○ ○ ○

Mentor Graphics 
Questa® Advanced 
Simulator(10.1a)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Cadence Incisive® 
Enterprise Simulator 
(IES) (11.1)

○ ○ ○ × × × ×

Synopsys VCS® および 
VCS MX (F-2011.12) ○ ○ ○ × × × ×

The MathWorks 
MATLAB® and 
Simulink® with 
Fixed-Point Toolbox 
(2011a、 2011b)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合成

Synopsys 
Synplify®/Synplify Pro 
(F-2012.03-SP1)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Mentor Graphics 
Precision® RTL/Plus 
(2012a)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

等価性チェ ック

Cadence Encounter® 
Conformal® (9.1) ○ ○ ○ × × × ×

http://japan.xilinx.com/ise/products/memory.htm
http://japan.xilinx.com
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OS と使用可能なメモリ

Microsoft Windows および Linux® OS のアーキテクチャ場合、 ザイ リ ンクス  プログラムに使用できる メモ リの最大容
量に制限があ り、 大規模デバイスおよび複雑なデバイスを作成する際に問題となるこ とがあ り ます。 ISE Design Suite
には最適化メモ リが含まれており、 ザイ リ ンクス  ツール用に RAM を増加できるよ うになっています。 

Windows XP Professional 32 ビッ ト

ザイ リ ンクス  アプリ ケーシ ョ ンでは、 Windows 32 ビッ ト  システムでメモリ増加機能が取り入れられるよ うになって
いますが、 ユーザーの方でもよ り大規模なメモ リ を使用できるよ うに Windows 設定を変更する必要があ り ます。 

標準の Windows では、ザイ リ ンクスのプロセスに使用できる最大メモ リ容量は 2GB ですが、Windows XP Professional
の場合は、 RAM を 3 GB まで増加できるよ うになっています。 ISE ツールにはこのオプシ ョ ンがビルト インされてい
ますが、 Windows XP OS にも修正を加えないと、 メモ リは拡張できません。 拡張するには boot.ini ファ イルの startup
ラインの終わりに /3GB を追加する必要があ り ます。

ザイ リ ン ク ス  アプ リ ケーシ ョ ンで 3GB サポー ト を使用する前に、 マ イ ク ロ ソ フ ト のサポー ト 技術情報
(http://support.microsoft.com/?kbid=328269) を参照して ください。 Windows XP サービス  パッ ク  1 にアップグレード し、
/3GB オプシ ョ ンを使用する場合、 マイ ク ロ ソフ トからのパッチをインス トールしていないとマシンを再起動できま
せん。 詳細は、 アンサー 17905 (http://japan.xilinx.com/support/answers/17905.htm) を参照してください。

変更を加える前に、 次を参照してください。 

• 4GT RAM チューニン グのアプ リ  ケーシ ョ  ン使用については、 マ イ  ク  ロ  ソ  フ  ト  のサポー ト  技術情報 
Q17193 (http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q171793) を参照して ください。

• boot.ini フ  ァ  イルの修正方法については、 マ イ  ク  ロ  ソ  フ  ト  のサポー ト  技術情報 Q289022 
(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;q289022) を参照してください。 

Linux

32 ビッ トの Red Hat Enterprise Linux では、 大規模メモ リのカーネルを使用して各プロセスに 4GB 割り当てるこ とが
できます。 詳細については、 次の Red Hat のサポート  サイ ト を参照してください。
http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/

ケーブル インストール要件

ザイ リ ンクス® デザイン ツールでターゲッ ト  ハード ウェアをプログラムおよびコンフ ィギュレーシ ョ ンするには、
ハイ  パフォーマンスなケーブル、 プラ ッ ト フォーム ケーブル USB または パラレル ケーブル IV が必要です。

Platform Cable USB II をインス トールする場合は、 少なく と も  USB 1.1 ポートが必要にな り ます。 最適なパフォーマ
ンスには、 USB 2.0 ポートで Platform Cable USB II を使用するこ とをお勧めします。

Parallel Cable IV をインス トールするには、パラレル ポート  コネクタ とパラレル ポート通信がサポート されるシステ
ムが必要です。

ケーブルは、 Windows XP Professional、 Windows 7、 Redhat Linux Enterprise、 SUSE Linux Enterprise 11 の 32 ビッ トおよ
び 64 ビッ ト  バージ ョ ンで公式にサポート されています。 OS 別の注意点は、 次を参照してください。

• ルート  ディレク ト リへの権限が必要です。 

• SUSE Linux Enterprise 11 : Platform Cable USB II が正し く動作するためには、 fxload ソフ ト ウェア パッケージが必
要です。 fxload パッケージは SUSE Linux Enterprise 11 には自動的にインス トールされないので、 そのユーザーま
たはシステム管理者がインス トールしておく必要があ り ます。 

• Linux LibUSB サポート  :LibUSB パッケージに基づく  Platform Cable USB II のサポートは、ザイ リ ンクスの Web サ
イ トから入手できます。 詳細は、 ザイ リ ンクス  アンサー #29310 (http://japan.xilinx.com/support/answers/29310.htm)
を参照してください。

http://support.microsoft.com/?kbid=328269
http://japan.xilinx.com/support/answers/17905.htm
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q171793
http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;q289022
http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/
http://japan.xilinx.com/support/answers/29310.htm
http://japan.xilinx.com
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ザイ リ ンクス  ケーブルに関するその他の情報は、 次のマニュアルを参照してください。

• USB ケーブル インス トール ガイ ド  (UG344) : http://japan.xilinx.com/support/documentation/user_guides/ug344.pdf

• Platform Cable USB II  データシート  (DS593) : http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds593.pdf

• Parallel Cable IV データシート  (DS097) : http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf

装置とアクセス権

次の表は、 関連装置、 アクセス権、 ネッ ト ワーク接続の条件を示しています。

表 2‐3 :装置とアクセス権の要件 

注記 : Exceed、 ReflectionX、 XWin32 のよ うな X サーバー / リモート  デスク ト ップ サーバーはサポート されません。

ネッ トワーク時刻の同期化

ソフ ト ウェアがインス トールされたコンピュータ とは別のネッ ト ワーク  コンピュータにユーザーのデザイン ファ イ
ルを保存する場合、 どちらのコンピュータも同時刻に設定する必要があ り ます。 ソフ ト ウェアのファンクシ ョ ンを最
適にするため、 時刻は定期的に合わせてください。

項目 要件

ディ レク ト リのアクセス権 編集するデザイン ファイルが含まれるディレク ト リすべての書き込み権が必要です。 

モニタ 解像度 1024x768 ピクセル以上の 16 ビッ ト  カラー VGA をお勧めします。 

ド ラ イブ ISE Design Suite には DVD-ROMが必要です (Web からのダウンロードではなく、DVD
を請求してインス トールする場合)。

ポート デバイスのプログラムには、 ザイ リ ンクス  プログラム ケーブル用にパラレル ポー
ト、USB ポートのいずれかが必要です。ポートの仕様については、ケーブルのマニュ
アルを参照してください。

注記 : ケーブル ド ラ イバ ソフ ト ウェアのインス トールには、Windows XP Pro SP1 (お
よびそれ以降) または Windows 7 が必要です。 これらの OS を使用していない場合、
ケーブルが正し く動作しないこ とがあ り ます。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/user_guides/ug344.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds593.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf
http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf
http://japan.xilinx.com
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第 3章

テクニカル サポートおよび資料

既知の問題

ISE Design Suite ツールの既知の問題については、http://japan.xilinx.com/support/answers/46491.htm を参照してください。

サポート  サイ ト

技術的な問題については、 ザイ リ ンクス製品のサポートおよび資料サイ ト  (http://www.xilinx.com/support/) を参照して
ください。 このサイ トからは、 アンサー データベースや次のよ うなセルフ  サポート機能を使用できます。 

• ダウンロード  センター : http://ww.xilinx.com/support/download/index.htm

• ザイ リ ンクス  ユーザー コ ミ ュニティ  フォーラム : http://forums.xilinx.com

• デザイン ト レーニング ビデオ : http://japan.xilinx.com/training/free-video-courses.htm

オンライン リ ソースを使用しても問題が解決しない場合は、 ザイ リ ンクス  テクニカル サポート  ( 
http://japan.xilinx.com/support/techsup/tappinfo.htm.) まで直接ご連絡ください。

カスタマー ト レーニング

ザイ リ ンクスでは、設計をすぐに開始するために必要な基本的な知識を得るためのト レーニング プログラムを用意し
ています。 これらのプログラムは、 FPGA 初心者と経験豊富なエンジニアの両方をターゲッ トにしており、 複雑な接
続、 デジタル信号処理、 エンベデッ ド  ソ リ ューシ ョ ンなどについて学ぶこ とができるよ うになっています。

ザイ リ ンクスの ト レーニング サイ ト  (http://japan.xilinx.com/support/education-home.htm.) からは、ト レーニング コース、
無料のオンデマンド  ト レーニング、 ラ イブのオンライン ト レーニング、 イベン ト などの詳細情報が入手できます。

資料

オンライン  ヘルプ

グラフ ィ ッ ク  ユーザー インターフェイスのある  ISE Design Suite ツールのほとんどのツールから、状況に応じたオン
ライン ヘルプを利用できます。 オンライン ヘルプは、 Project Navigator から  [Help] → [Help Topics] をク リ ッ クするか
F1 キーを押すと表示できます。

http://japan.xilinx.com
http://japan.xilinx.com/support/answers/46491.htm
http://japan.xilinx.com/support/
http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm
http://forums.xilinx.com/
http://japan.xilinx.com/training/free-video-courses.htm
http://japan.xilinx.com/support/techsup/tappinfo.htm
http://japan.xilinx.com/support/education-home.htm
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資料

ソフ トウェア マニュアル

ISE Design Suite およびコマンド  ラインに関するソフ ト ウェア マニュアルについては、 japan.xilinx.com を参照して く
ださい。 ウェブサイ トから ソフ ト ウェア マニュアルを参照するには、 次の手順に従ってください。

1. 資料ページ (http://japan.xilinx.com/support/) を表示します。

2. [デザイン ツール] タブをク リ ッ ク します。

3. まずデザイン ツール カテゴ リ をク リ ッ ク し、 ISE 14.1 などのバージ ョ ンをク リ ッ クするか、 [See All ISE Design
Suite Documentation] などのリ ンクをク リ ッ ク します。

用語集

ザイ リ ンクスで使用される技術用語については、 http://japan.xilinx.com/company/terms.htm を参照してください。

サードパーティのライセンス

ザイ リ ンクスは、 ISE® Design Suite で次のサードパーティ  ベンダーのライセンスを使用する許諾を受けています。各
ライセンスは、該当するソフ ト ウェアのみに適用されるもので、その他に適用されるものではあ り ません。 サードパー
ティの所有するライセンスは英文のまま記載しています。 

サードパーティ  ライセンスの詳細は、 次の情報を参照してください。
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx14_1/ug763_tplg.txt.

http://japan.xilinx.com/support/
http://japan.xilinx.com/company/terms.htm
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx14_1/ug763_tplg.txt
http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx14_1/ug763_tplg.txt
http://japan.xilinx.com
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